
第 4 号

カ
ヤ
ッ
ク
＆
ヤ
ギ
の
餌
や
り
で

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
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今
回
は
、
大
阪
に
本
社
が
あ
る
株
式

会
社
フ
ク
ナ
ガ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の

約
3
0
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
中
か
ら
、
社

長
・
取
締
役
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
2
名
の

計
4
名
、
ま
た
こ
の
会
社
を
継
続
取
材

中
の
株
式
会
社
S
a
c
c
o
の
社
長
が

東
京
か
ら
来
ら
れ
、
総
勢
5
名
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
は
、①
6
０
０
０
年
以
上

前
か
ら
営
み
が
続
い
て
い
る
地
で
、
ユ

ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
。 

②
半
径

3
k
m
圏
内
で
調
達
で
き
る
食
料
で
の

食
事
等
の
営
み
に
触
れ
、
少
し
立
ち
止

ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
模
索
す

る 

③
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ

リ
ュ
ー
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分

の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
。 

④
経
営
ス

キ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
向

上
を
図
る
。
と
い
っ
た
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
実
施
し
ま
し
た
。

「
淀
江
の
宿 

今
津
田
中
家
」
を
運
営
す
る
「
株
式
会
社
ウ
ォ
リ
ス
」
は
、
2
0
0
6
年
7
月
7
日
に
大
阪
で

設
立
し
た
会
社
で
す
。
主
に
、
関
西
の
小
企
業
の
I
T
活
用
支
援
・
経
営
支
援
等
を
行
い
、
ま
た
、
小
企
業

の
経
営
者
や
社
員
、
個
人
事
業
主
、
公
的
機
関
実
施
の
創
業
塾
、
経
営
を
学
ぶ
大
学
生
な
ど
へ
、
I
T
・
経
営
・

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
研
修
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
2
0
2
3
年
5
月
、
こ
れ
ら
の
実
績
と
こ

の
地
の
価
値
や
魅
力
を
掛
け
合
わ
せ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ラ
イ
フ
C
A
M
P
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
到
着
し
て
、
同
じ
今
津
で
昨

年
1
0
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
H
i
d
d
e
n
W
e
s
t
で
、

昨
年
1
0
月
に
広
島
県
の
福
山
市
か
ら

移
住
さ
れ
た
睦
さ
ん
（
3
0
代
）
が
、

す
ぐ
近
く
の
淀
江
港
で
獲
れ
た
ア
ジ
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
。

　

そ
の
後
、
H
i
d
d
e
n
W
e
s
t

の
オ
ー
ナ
ー 

徹
さ
ん
（
4
0
代
） 

の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
下
、
2
名
1

組
に
な
っ
て
チ
ー
ム
対
抗
で
、
カ
ヤ
ッ

ク
で
ヤ
ギ
の
餌
を
運
び
、
メ
イ
ち
ゃ
ん

農
場
で
ヤ
ギ
の
餌
や
り
を
す
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
。
ヤ
ギ
の
餌
や
り

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
和
歌
山

県
生
ま
れ
、
鳥
大
農
学
部
出
身
で
昨
年

1
月
に
今
津
に
移
住
さ
れ
た
メ
イ
ち
ゃ

ん
農
場
で
働
く
宮
川
さ
ん
（
2
0
代
）

で
す
。
海
の
上
で
は
上
司
部
下
関
係
な

く
、
対
等
な
立
場
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
中
で
の
気
づ
き
も
あ
り
、「
最
高
に

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ヤ
ギ
に
餌

や
り
す
る
と
い
う
物
語
性
も
含
め
て
と

て
も
よ
い
経
験
で
し
た
。」
と
い
う
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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瓦版

﹁
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淀江の宿今津田中家 集合

カヤックでチーム対抗ヤギの餌運び
����
 大豆の種まき

�
�


�	�

 地元の食材を使った BBQ

本宮の泉で水汲み体験＆地元温泉へ

HiddenWest に移動し、淀江漁港の海の幸
を使った昼食（アジフライ・ばーずごろし
のすまし汁）

地元農漁業のスペシャリスト 山中さん
（60 代）のご指導の下、畑に大豆の種まき

「海の幸と板わかめ、ジャンボピーマン、お肉、
ご飯、アヒージョ、すべてとても美味しかったで
す。大満足です！」という感想をいただきました。

夜遅くまで交流して各自就寝

（本文参照）

　

洋
子
の
父 

茂
が
亡
く
な
っ
た

の
は
、2
0
1
7
年
9
月
2
3
日
。

相
続
税
の
申
告
期
限
は
、
被
相
続

人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
1
0
か
月
以
内
と
い

う
こ
と
で
、
申
告
期
限
は

2
0
1
8
年
7
月
2
3
日
。

　

2
0
0
9
年
に
、
母
が
亡
く

な
っ
た
と
き
姉 

洋
子 

弟 

衆
の
姉

弟
は
、
父
が
望
ん
だ
の
で
、
母
の

財
産
が
い
く
ら
あ
っ
た
の
か
な
ど

何
も
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
相
続

放
棄
の
書
類
に
印
鑑
を
押
し
た

が
、
2
0
1
5
年
に
税
制
が
変
わ

り
、
相
続
税
対
象
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
が
低
く
な
っ
て
い
て
、
相
続

税
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
が
微

妙
な
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。
相
続
時
は
、

評
価
倍
率
表
を
基
に
土
地
評
価
を
計

算
す
る
必
要
が
あ
り
、
家
か
ら
9
号

線
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
田
ん
ぼ 

3,
4
6
3
㎡
（
以
下
「
9
号
線

い

ま

づ

た

な

か

や

よ
ど
え
の
や
ど
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※瓦版は淀江の宿今津田中家でも配布しております。またSNSなどでも瓦版情報を随時提供しますので、SNS（4面参照）もご登録ください。

淀江の宿今津田中家
会員募集

年会費
2,000 円

���������� 会
員
特
典

●

●

●
※11月以降 当宿にてお渡し

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種割引券

お
申
込
み

フ
ォ
ー
ム

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)

毎月 1回 瓦版など印刷物の郵送（6月号から）　

力
を
合
わ
せ
て
炊
い
た

ご
飯
は
と
て
も
美
味
し
い
！

ユ
ニ
ー
ク
な
︵
唯
一
無
二
の
︶
体
験
を

通
し
て
︑
引
き
出
し
を
増
や
す
！

　

2
日
目
は
、
早
朝
6
時
か
ら
ヤ
ギ
の

搾
乳
を
見
に
行
き
、
そ
の
後
、
前
日
汲

ん
だ
湧
水
と
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
の

自
家
製
は
で
掛
け(
天
日
干
し)

米
き
ぬ

む
す
め 

を
使
っ
て
、
江
戸
の
間
の
か
ま

ど
で
炊
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
目
を
し
み
さ
せ
な
が
ら
の
面
白
い
経

験
で
し
た
。
そ
し
て
ご
飯
が
と
て
も
美

味
い
。」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
午
前
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

e-

b
i
k
e
（
電
動
自
転
車
）
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
使
っ
た
チ
ー
ム
対
抗
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
。
ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
、
上
淀
廃

寺
〜
天
の
真
名
井
〜
壺
瓶
山
〜
日
吉
神
社

な
ど
を
周
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
大
満
足
で
す
。
こ
ち
ら
も
ゲ
ー
ム
性

や
大
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
形
、
学
び
の

点
な
ど
含
め
て
素
晴
ら
し
い
設
計
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

壺
瓶
山
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
、「
電

動
自
転
車
で
も
き
つ
か
っ
た
！
」
と
い

う
感
想
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
皆
さ
ん

上
り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
色
々
な
出
来
事
が
発
生
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、
自
分
の
目
と
左
隣

の
人
の
目
と
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
っ
て
良
い

こ
と
や
悪
い
こ
と
な
ど
3
6
種
類
の
出
来
事

が
発
生
し
ま
す
。
販
売
や
仕
入
は
競
争
入
札

な
の
で
、
売
れ
な
い
・
仕
入
れ
ら
れ
な
い
と

き
も
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
給
料
や
家
賃
な
ど

毎
月
の
支
払
い
が
や
っ
て
き
ま
す
。

終
了
後
、
自
分
の
利
益
数
値
を
予
想
。

後
日
、
E
x
c
e
l
に
記
録
シ
ー
ト
の

結
果
を
入
力
し
て
各
自
が
決
算
書
を
作

成
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で「
各
数
字
の
解
説（
在

庫
・
減
価
償
却
・
繰
越
利
益
剰
余
金
・

純
資
産
・
納
税
・
損
益
分
岐
点
分
析
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）」「
今
回
の
反
省

点
と
次
回
の
改
善
策
」
と
い
っ
た
内
容

の
ア
フ
タ
ー
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

● 

日
常
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
、
ま
た
移
住
者
な
ど
も
含
め

た
地
方
の
方
達
と
の
交
流
な
ど
も
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

● 

２
日
間
で
米
子
が
自
然
は
も
と
よ

り
、
関
わ
っ
て
い
る
方
々
も
含
め
て
、

す
ご
く
良
い
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

● 

自
然
と
触
れ
合
い
、
歴
史
を
学
び
、

美
味
し
い
食
事
を
共
に
す
る
、
チ
ー
ム

の
結
束
を
深
め
る
の
に
こ
れ
に
勝
る
手

法
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

● 

夕
食
時
の
海
の
幸
や
地
元
の
畑
の
幸

の
中
で
田
中
さ
ん
に
も
加
わ
っ
て
頂
い

て
の
社
員
メ
ン
バ
ー
を
囲
ん
で
の
リ
ア

ル
な
野
外
B
B
Q
で
の
自
然
に
触
れ
な

が
ら
の
開
放
感
あ
る
食
事
や
会
話
は
と

て
も
フ
ラ
ン
ク
で
自
然
に
な
れ
ま
し
た
。

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
5
名
の
皆

様
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の
皆
様

の
お
か
げ
で
、
未
来
に
つ
な
が
る
「
ラ
イ

フ
C
A
M
P
」
が
動
き
始
め
ま
し
た
！

　
午
後
か
ら
は
、ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
支
援
、

そ
し
て
経
営
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
社
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
、
世
界
で
一
番
多
く
使
わ

れ
て
い
る
「
1
6
の
性
格
タ
イ
プ
分
析
」

を
使
っ
て
、
自
分
本
来
の
姿
を
知
り
、
人

の
心
の
在
り
方
の
多
様
性
・
他
人
と
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
だ
く

「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
自
分
が

感
じ
て
い
る
当
た
り
前
が
他
人
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く

ワ
ー
ク
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
会
社
全
員
の
タ
イ
プ
の
分
布

図
を
見
な
が
ら
、
上
司
や
部
下
の
特
性
、

接
し
方
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

経
営
疑
似
体
験
学
習
B
A
S
G
（
バ

ス
ゲ
ー
ム
）。
1
人
1
人
が
事
業
を
立

ち
上
げ
て
個
人
事
業
主
と
な
り
、
机
の

上
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で

経
営
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

お
金
を
貯
め
て
出
資
し
て
、
屋
号
を

決
め
て
、
店
舗
を
借
り
、
備
品
を
揃
え

て
、
社
員
を
雇
い
、
商
品
を
仕
入
れ
て
、

事
業
を
ス
タ
ー
ト
！

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
支
援

机
の
上
で
経
営
の
流
れ
や

難
し
さ
を
リ
ア
ル
体
感
！

������������������
 � �
��	�� � ��	������������� ­ �����
����������������������������������������¡¢£¤�¢¥¦�§¨©ª«¦�

¬	��
ヤギ搾乳見学
�	��
江戸の間のかまどでご飯を炊く
®	 �
チーム対抗クイズラリーサイクリング
��	 � 昼食

� 	�� 研修

�¯	 � 解散

°���±²³�´ µ� �¶ ·

いくつかの候補から蕎麦屋をセレクト

ライフキャリア支援とBASG

※BASG…Business Administration Simulation Game

品
出
し

イ
ベ
ン
ト

販
　
売

ア
ク
シ
ョ
ン

仕
　
入

月
末
処
理

商
品
を
倉
庫
か
ら
出
し
店
舗
に
陳
列

競
争
入
札

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
社
員
教
育
・
効
率
化
・

広
告
・
掃
除
な
ど
か
ら
一
つ
を
実
行

給
料
・
家
賃
・
諸
経
費
の
支
払
い
・

借
入
金
返
済

色
々
な
出
来
事
が
発
生

（
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
な
ど
）

（
ポ
イ
ン
ト
の
高
い
人
か
ら
販
売
で
き
る
）

競
争
入
札

（
仕
入
値
が
高
い
人
か
ら
順
に
購
入
）

B
A
S
G
ゲ
ー
ム
の
流
れ

繰り返し
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日替わり店長カフェ紹介

ハンガリー屋台OTTO

私たちは日本で唯一ハンガリー料理を提供する屋台とキッチ
ンカーを展開しています。普段は地域のイベントに出店して
いますが、今回は特別に店内でハンガリー料理をご提供！皆
さんハンガリー料理といえば何かイメージありますか？ハン
ガリー料理のフルコースをぜひご賞味ください。

 11 時～ 17 時まで、地元野菜たっぷりのキーマカレーや
スープ・自家製黒豆のおからサラダ、自家製黒豆や梅の
スイーツ&ドリンク、珈琲・ラテなどを提供します。

¥3,000● ハンガリーコース

予約制

数量限定 数量限定

数量限定

グヤーシュスープ・鴨のステーキ
・パラチンタ(ハンガリー風クレープ）

※単品でも注文可能です

すまいるびとsanin

淀江の宿今津田中家

すまいるびとsanin のランチ は「おむ
すびとみそ汁」。田中家さんのはでか
け米にすまいるびと sanin 仕込みのお
味噌など、素材にこだわって、心を込
めてお作りします。ぜひご賞味くださ
い。カフェメニューは、オリジナル野
草茶 & 甘酒ボウル 2 種とよもぎパウ
ンドケーキ。今月からドリンクメ
ニューとして梅酵素ジュース、バーモ
ンド酢ジュースも初登場！いずれのメ
ニューにもドライ野草の足浴体験つい
てます♡※７/12(水 )11時～14時は
ランチとドリンクのみ、7/25( 火 )14
時～17時はカフェのみの営業です。

¥1,000
¥1,000

¥1,000
¥500

● よもぎパウンドケーキ＆野草茶セット
● ドリンクメニューはいずれも 

● おにぎり＆お味噌汁セット
● 甘酒ボウル＆野草茶セット

● キーマカレー・スープセット
● ラテ（ＨＯＴ・ＩＣＥ）
● 黒豆スイーツ（アイスクリーム・豆花等）
● 梅ドリンク

A:旬のフルーツ好み / B:発酵あんこ好み

11:00 - 17:00

11:00 - 17:00

11:00 - 14:00

11:00 - 14:00

11:00 - 14:00

7/4 (火)

7/6 (木)

7/9 (日)

7/12(水)

7/16(日)

11:00 - 14:00

18:00 - 21:00

14:00 - 17:00

7/17(月)

7/18(火)

7/25(火)

あまのね

心と身体に染みるお野菜ごはん。限定 20 食。大山のふも
とでとれる旬の有機野菜を海塩と伝統調味料でお料理しま
す。陰陽・中庸・一物全体など自然に寄り添うことで引き
出される素材のおいしさをお楽しみください。肉・魚・卵・
乳製品・小麦粉不使用。
● 一汁一菜
土鍋で炊いたごはん・重ね煮の具沢山みそ汁・香の物いろいろ

￥800

● 季節の甘味 ￥200～

● 一汁三菜
一汁一菜＋おばんざい二品

￥1,300

￥1,100
￥550
￥330～
￥440 ～

「淀江の宿 今津田中家」の宿で提供している地元食材を使った朝食・
江戸時代の朝食作り体験・BBQ は 4 名以上でご予約を承ります
（7時～ 21 時）。詳細はWEB サイト等でご確認ください。

※自家菜園で採れたものと淀江漁港で獲れたものを使ったランチ
￥1,100淀江の宿今津田中家 自家製ランチ● 

11:00 - 17:007/30(日)

ランチタイム

ランチタイム

���������

ランチタイム ����

������
���

�

	����������

予
約
制

予
約
制

���������

ランチタイム ����

	����������

イブニング

ティータイム

�����
��� ­����

ランチ　ティー

ランチ　ティー

����������
ランチ　ティー

「要予約」ではないお店の場合でもご予約は可能です。申込フォーム・お電話などでお問合せ・お申し込みください。

日替わり店長カフェスケジュール7月の



ローソン

N メイちゃん農場看板

駐車スペース

今津田中家

今津

淀江 IC入口

9号線

相
続
税
の
申
告
が
や
っ
と
終
わ
っ
た
！

Imazu-tanakaya  kawaraban

〒689-3401 鳥取県米子市淀江町今津 50-1
TEL : 0859-30-3889
www.imazutanakaya.com

����������
ホームページ お問い合わせ
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代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

田
ん
ぼ
」）
は
9
号
線
沿
い
と
い
う

こ
と
で
、
固
定
資
産
評
価
を
1
0

倍
程
度
に
し
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
本
当
に
相
続
税
の
対
象
に
な
る

の
か
、
現
地
で
も
い
ろ
い
ろ
と
調

べ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
父

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
半
年
後
の

2
0
1
7
年
3
月
1
8
日
〜
2
1

日
、
彼
岸
の
墓
参
り
も
兼
ね
て
、

姉
弟
は
実
家
に
集
合
し
た
。

「
一
度
農
業
委
員
会
と
か
に
も
行
っ

て
、
不
動
産
屋
さ
ん
の
言
葉
通
り
、

本
当
に
こ
の
田
ん
ぼ
が
宅
地
に
で

き
な
い
土
地
な
の
か
ど
う
か
も
調

べ
て
み
よ
う
か
？
」 

　
米
子
市
の
農
業
委
員
会
に
二
人

で
出
向
い
て
、「
青
地(

農
業
振
興

地
域
内
農
用
地
区
域
農
地)

」「
白

地(

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
区

域
外
農
地)

」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
、
相
続
す
る
田
ん
ぼ
が
白
地
だ

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
白
地
の

農
地
に
も
種
類
が
あ
り
、
第
1
種

農
地
な
ら
原
則
転
用
不
可
、
第
2

種
農
地
な
ら
転
用
を
許
可
さ
れ
る

可
能
性
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
、

ま
た
、
市
街
化
調
整
区
域
な
の
で
、

よ
け
い
に
農
地
転
用
が
し
に
く
い

こ
と
も
知
る
。

　
9
号
線
田
ん
ぼ
は
、
公
道
な
ど

で
囲
ま
れ
て
い
な
い
た
め
大
山
町

の
農
地
と
地
続
き
と
い
う
判
断
で

第
1
種
農
地
に
な
り
、「
土
地
収
用

法(

事
業
認
定)

の
対
象
事
業
」〈
学

校
や
福
祉
施
設
な
ど
〉
の
転
用
だ

け
が
認
め
ら
れ
る
土
地
だ
と
い
う
こ

と
も
判
明
す
る
。
転
用
す
る
場
合
で

も
、
農
業
委
員
会
や
県
知
事
の

農
地
は
簡
単
に
は
宅
地
に
転
用
で
き
な
い
！

日
本
の
農
業
は
大
丈
夫
か
？

の
許
可
が
必
要
で
、
か
な
り
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
農

地
法
の
関
係
で
、
田
畑
は
、

5
0
0
0
㎡
以
上
の
農
地
を
持
っ
た

農
業
従
事
者
に
し
か
売
れ
な
い
と
い

う
こ
と
も
知
っ
た
。

「
田
畑
を
売
る
な
ら
、
志
が
高
く
て

こ
れ
か
ら
農
業
を
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
き
た
い
若
者
に
売
り
た
い
け

ど
、
農
地
を
持
っ
て
い
る
農
業
従
事

者
に
し
か
売
れ
な
い
ん
だ
ね
。」

「
農
業
従
事
者
も
高
齢
者
が
増
え
て
、

一
体
日
本
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
な
？
」

「
日
本
の
農
業
、
こ
ん
な
こ
と

で
大
丈
夫
か
な
？
ど
ん
ど
ん
荒

れ
た
農
地
が
増
え
て
い
く
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
？
」

　
9
号
線
田
ん
ぼ
は
、
母
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
は
、
父
が
近
所
の
方
に

お
願
い
し
て
、小
作
人
契
約
を
結
び
、

米
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。

「
農
地
転
用
は
難
し
そ
う
だ
し
、
と

り
あ
え
ず
、
今
年
は
米
を
作
っ
て

も
ら
お
う
。
そ
の
後
の
こ
と
は
こ

れ
か
ら
考
え
よ
う
。」

　
土
地
の
評
価
額
な
ど
か
ら
相
続

税
の
対
象
だ
と
い
う
こ
と
が
判
明

し
、
税
務
申
告
期
限
7
月
2
3
日

が
1
ヶ
月
に
迫
っ
た
6
月
2
0
日

〜
2
3
日
、
い
よ
い
よ
税
務
署
に

申
告
書
を
出
そ
う
！
と
、
姉
弟
は

ま
た
実
家
に
集
合
し
た
。
税
務
署

に
不
明
点
な
ど
を
電
話
で
問
合
せ

し
て
数
字
を
固
め
、
金
曜
日
の
夕

方
ギ
リ
ギ
リ
に
税
務
署
を
訪
問
。

一
部
修
正
点
が
あ
っ
た
の
で
、
後

日
税
務
署
に
郵
送
す
る
こ
と
に
し

て
、
実
家
に
戻
る
。

　
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
半

年
、
空
き
家
問
題
・
農
地
問
題
・

担
い
手
が
居
な
く
な
っ
て
い
っ
て

い
る
農
業
問
題
な
ど
に
直
面
し
、

こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
必
ず
や
、

や
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
日
本
の
未

来
を
憂
い
、
い
つ
も
楽
観
的
な
洋

子
と
衆
は
、
絶
望
的
な
気
持
ち
に

　

な
っ
た
り
も
し
た
。

「
せ
っ
か
く
淀
江
に
来
た
ん
だ
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
こ
の
周
辺
を
周
っ

て
み
て
、
の
ん
び
り
海
を
見
て
、

海
の
幸
の
美
味
し
い
所
に
食
べ
に

行
っ
て
、
ま
た
考
え
よ
う
！
」 

「
そ
う
だ
ね
。
き
っ
と
私
た
ち
が

で
き
る
い
い
方
策
が
い
つ
か
生
ま

れ
て
く
る
よ
。」

　
6
月
2
8
日
、
税
務
署
に
書
類

を
送
り
、
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

の
大
き
な
仕
事
、
相
続
税
申
告
の

手
続
き
が
無
事
終
わ
り
、
納
税
を

し
た
。母
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

姉
弟
二
人
も
相
続
を
し
て
お
け

ば
、
今
回
、
相
続
税
は
払
わ
ず
に

済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の

相
続
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と

学
び
、
知
っ
た
9
か
月
だ
っ
た
。

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第三話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

��� ���� ����� ��� ������
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	����������������	��

「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
三
話]
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お店のポイントが貯まる！

ー 

第
四
話
に
続
く 

ー

©Google Earth

　

洋
子
の
父 

茂
が
亡
く
な
っ
た

の
は
、2
0
1
7
年
9
月
2
3
日
。

相
続
税
の
申
告
期
限
は
、
被
相
続

人
が
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
1
0
か
月
以
内
と
い

う
こ
と
で
、
申
告
期
限
は

2
0
1
8
年
7
月
2
3
日
。

　

2
0
0
9
年
に
、
母
が
亡
く

な
っ
た
と
き
姉 

洋
子 
弟 
衆
の
姉

弟
は
、
父
が
望
ん
だ
の
で
、
母
の

財
産
が
い
く
ら
あ
っ
た
の
か
な
ど

何
も
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
相
続

放
棄
の
書
類
に
印
鑑
を
押
し
た

が
、
2
0
1
5
年
に
税
制
が
変
わ

り
、
相
続
税
対
象
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
が
低
く
な
っ
て
い
て
、
相
続

税
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
が
微

妙
な
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。
相
続
時
は
、

評
価
倍
率
表
を
基
に
土
地
評
価
を
計

算
す
る
必
要
が
あ
り
、
家
か
ら
9
号

線
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
田
ん
ぼ 

3,
4
6
3
㎡
（
以
下
「
9
号
線
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